
 

     

リクルーターによる新卒採用活動を行う際の 

注意点３選 

 

自社の社員をリクルーターとして学生の話を聞い

たり情報提供したりする採用活動の手法は、非常

に効果的です。就活生側からすれば直接志望企業

の社員と話すことで生きた本当の情報が入り、企

業側としても就活生に直に自社の魅力をアピール

できるチャンスだからです。 

 

双方にメリットが大きいリクルーターによる採用

活動ですが、リクルーターのコントロールは意外

と難しく、注意しなければ失敗する可能性があり

ます。リクルーターによる採用活動を行う上での

注意点を３つ紹介します。 

 

注意点１：リクルーターに選ばれた理由や活動の

目的を社員にしっかり説明 

リクルーターとなる社員を選んだら「そのまま学

生の元へ行ってらっしゃい」では成功しません。

採用活動方針の選定や学生の選別などを個々の社

員に任せっきりにしては、リクルーター活動に統

一性が取れなくなってしまいます。 

 

あちらの社員はこう言っていたが、こちらの社員

は全く別のことを言っていれば、就活生は混乱し

てしまいます（別々の社員に同じ質問をしたとき

の回答を確かめる学生もいます）。なにより採用方

針が定まっていないと採用活動がうまくいくわけ 
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はありません。 

 

そうなってしまうのを防ぐためには、その社員が

リクルーターに選ばれた理由や就職活動の目的を、

社員それぞれにしっかりと説明しなければなりま

せん。 

 

自分がリクルーターに選ばれた理由が学生と仲良

くなれそうだからなのか、学生を見る目に期待さ

れているのか、選ばれた理由がわかれば社員とし

ても対応方針が決まります。そして、どういう学

生がターゲットになっているのか、どんな企業の

魅力をアピールしたいのかなどもすり合わせてお

かなければ、狙った採用活動の効果を得られない

でしょう。 

 

注意点２：リクルーター活動のためのサポートを

徹底する 

仕事をしながらのリクルーター活動は精神的な負

担も増えます。慣れない業務をするわけですから、

対応時間に関わらず「重い…」と負担に感じる人

は少なくありません。そのため仕事との兼ね合い

を考えながら、リクルーターに選ばれた社員のサ

ポートをしなければなりません。 

 

まず、仕事が忙しすぎる社員はリクルーター候補

から除外します。忙しくて疲弊している社員を学

生の前に出しても、疲れ切ったリクルーターを見

た学生にブラック企業と思われてしまうでしょう。



何より、大事な社員を疲れさせて良いわけはあり

ません。 

 

そして、交通費や交際費はしっかり支給し、仕事

時間との兼ね合いを調整することも大事です。そ

の社員の上司と常に連絡を取り合い、仕事が忙し

ければリクルーター活動は抑えても良いという取

り決めをしておきましょう。 

 

リクルーターを任された社員には、何かあればす

ぐに相談するようにすることも重要です。人事担

当がリクルーターをしっかりとサポートすること

で、仕事の負担とリクルーター活動の負担をダブ

ルで背負うことなく、上手に活動してくれるでし

ょう。 

 

注意点３：リクルーターに多くの責任を背負わせ

過ぎない 

企業の人事担当者がリクルーターによる採用活動

を行う際に最もしてはいけないことが、リクルー

ターに採用活動の責任を背負わせ過ぎるというこ

とです。担当した学生が応募しなかったといって、

リクルーターに責任を負わせるべきではありませ

ん。 

 

責任を背負わせてしまうと、強引な勧誘になりが

ちで、逆に学生側から企業の評判を落とす結果に

なりかねません。またリクルーターが過度に誇張

した話（昇給が早い・残業が少ない等）をするなど

モラルが低下する危険性もあります。 

 

確かに、担当リクルーターに熱意が足らなかった、

魅力を伝えきれなかったという責任はあるかもし

れません。しかし、採用方針をしっかりと伝えら

れなかった人事担当にも、大きな責任があるはず

です。 

 

担当した学生の応募の有無は、リクルーターの責

任の範疇ではありません。リクルーターの活動を

受けたとしても、社員の本来の業務は会社の仕事

です。もちろん、リクルーターの業務も仕事の一

環ですが、本来の業務をないがしろにしてまです

べき仕事ではありません。 

 

そして、話す内容はリクルーター任せなのか、ど

のような方向性で話すか決めておくのか、どのよ

うに企業の魅力を紹介すべきかなど、採用活動の

内容部分についてはしっかりと打ち合わせを行い、

全てをリクルーター任せにすることがないように

しましょう。 

 

まとめ 

リクルーターによる採用活動を行う際には、責任

範囲を明確にしてリクルーターの責任が重くなり

すぎないようにしましょう。学生の選定や学生と

会う場所・日時の調整は誰がやるのか、などとい

う採用活動の運用面については最大限のサポート

をすべきです。メリット・デメリットを理解して

上手に活用してほしいと思います。 

 

 

スマホアプリ「Chaku2NEXT」のデモをいますぐ体験

できます。◇◆◇◇◆◇◇◇◇◇◆ 

１） お使いのスマホに「ちゃくちゃくネクスト」 

アプリ無料ダウンロード 

・Google Playまたは App Storeで 

「chaku2-next」と検索 

 

２）ダウンロードが完了したら、 

・企業ＩＤに「jinji」と入力 

 

３）ユーザーログイン画面でメアドとパスワードを入力 

デモアカウント：member@abc.co.jp 

パスワード：1111 

を入力します。 
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